
日時：令和 3年 10月 4日（月）8：30～9：25

場所：名寄庁舎 4階大会議室

１ 開 会

２ 市長あいさつ

・10 月 1 日から緊急事態宣言が全国的に解除され、本市においても公共施設が通常運営となった。

土曜日には「ふうれんまちなかマルシェ」、日曜日には「まちなか運動会」が開催され、両日共に

天候にも恵まれ久しぶりに多くの人で賑わいがあった。感染対策を講じながら、日常生活に戻すイ

ベントが行えたことは大変意義があった。

・3回目のワクチン接種について年内にもスタートすることが想定される。国の動きを注視しながら

できる対策を進めていく。

・第 3回定例会・決算特別審査委員会が終了した。議員から様々なご提言いただいたので、11 月か

らの予算査定にはこれらの議論を踏まえて政策のブラッシュアップまた予算化に向けて進めてい

きたい。

・王子マテリア敷地利用と振興公社の件が週末に大きく報道された。振興公社の裁判の判決について、

市として一部認められなかったことは誠に残念であるが、概ね公社の主張が認められたと考えてい

る。また、王子マテリア敷地利用については、JAG 国際エナジー（株）が木質バイオマス発電事業

を行う構想があるとの報道があった。世界中でＣＯ２削減の取組や技術的な改革の機運が高まって

いる中で、木質バイオマス発電は再生可能エネルギーの分野の事業であり、一定の雇用を生むこと

のほか、再生可能エネルギーを活用した新たな事業の横展開やエネルギーの分散による災害に強い

まちづくりに資すること、また発電を通じて地域経済の好循環につながるものと期待している。市

としても再生可能エネルギーをどう活用するか前向きに検討し、地域の皆さんにも情報提供してい

きたい。

・喫緊の大きな課題「大学」「高校」「中学校」「公共施設再配置」「人材不足」がある。大学について、

旭川大学の公立化は 2023 年度の開学を目途とされているが、名寄市立大学は旭川や旭川近郊の自

治体から 2割強の学生が入学していることから大きな影響を受ける可能性がある。どう差別化して

魅力を高めていくかが課題である。高校については、令和 5年 4月開学に向けて道教委等へ議論の

加速を求めていくとともに、地域としても少し思い切ったことをやらねばと考えている。中学校に

ついては、市内 2つの中学校が耐震化されていないことから、今後どうしていくのか今年度中に結

論を出していかなければならない。公共施設再配置については、老朽化している図書館や児童セン

ターのほか学生寮、生活支援ハウスなどについて、どうあるべきか具体的な結論を出していかなけ

ればならない。人材不足については、あらゆる業種において人材不足が深刻になりつつある。大き

な課題として皆さんの知恵をお借りして議論していきたい。

３ 市長・副市長の動静

教育委員会関係行事予定

・市長・副市長の動静及び教育長の動静について連絡がありました。

４ 協議事項

（１）市政への要望



・市政への要望について、担当部局より報告がありました。

（２）令和２年度決算審査特別委員会における検討事項について

・検討事項の処理顛末について、担当部局より報告がありました。

（３）パブリック・コメント対象案件・適用除外案件の判断について

・パブリック・コメント実施の判断について案件の説明がありました。

５ 連絡事項

（１）令和３年第４回定例会日程等（案）について【総務部】

・内容について説明がありました。

（２）時間外勤務の実績について（令和３年８月分）【総務部】

・内容について説明がありました。

（３）令和３年度職員表彰の上申について【総務部】

・内容について説明がありました。

（４）名寄市押印見直し方針（案）の確認及び押印見直しに係る様式の再調査の実施について（依頼）

【総務部】

・内容について説明がありました。

６ その他

・チャレンジデー２０２１について説明がありました。【健康福祉部】

・なよろ地域商品券について説明がありました。【経済部】

・総合計画アンケートにかかる事業実績の確認について依頼がありました。【総合政策部】

№ 受付
番号 件 名 受付日 要望者 担当

部署

1 2 名寄市敬老事業補助金に関する要望書 R3.9.1
名寄市町内会連合会

会長 中村 雅光 他４名

健康福

祉部

2 3
町内会が行うごみの集団収集活動にか

かる支援について
R3.9.1

名寄市風連地区町内会連絡会

会長 菊池 隆
市民部

No 件 名 担当部

1

○東風連駅の移転に伴う東風連地区のデマンドバス運行の考えについて

・東風連駅の移転については、東風連駅の利用は名寄高校生が主で地域住民の利用はほとんどなかっ

たことから、地域住民の了解を得たうえで、高校前に移設し利便性を高め地元高校の魅力アップと

ＪＲの利用促進につなげる取組として実施した。移設に伴う地域住民への影響はないものと判断し

たところであり、現時点においては東風連地区のデマンド運行は考えていない。

総合政策部

No 案 件 名 担当部署 最終結果

1 名寄市企業立地促進条例の制定について(全部改正)

経済部

産業振興室

産業振興課

2 名寄市工業立地法準則条例の制定について

経済部

産業振興室

産業振興課

3
名寄市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

に関する法律第９条第 1 項の規定に基づく準則を定める条例の制

定について

経済部

産業振興室

産業振興課

対象案件・適用除外

対象案件・適用除外

対象案件・適用除外



７ 閉 会

＜加藤市長から＞

・議会最終日に補正予算可決された「なよろ地域商品券」について案内あったが、趣旨は経済活性化

であることから、ぜひ多くの方にご購入いただきたい。

・まちづくり懇談会において市民の皆さんにお知らせすべき案件について準備をお願いする。その後

に始まる予算協議についても準備方お願いする。

令和 3 年 11 月 1 日（月）8:30～10:00 開催予定です。

（ご案内は 10月中旬にメッセージにてお知らせします）


